
未来を掴んで……

コクマルガラス



注
意
事
項

　　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で

す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作
品
を
引
用
の
範
囲
を

超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

　　あ
ら
す
じ

　
リ
ハ
ビ
リ
を
兼
ね
て
多
作
品
ク
ロ
ス
を
書
い
て
み
る

　
本
作
品
は
ｐ
ｉ
ｘ
ｉ
ｖ
に
も
レ
イ
ヴ
ン
名
義
で
投
稿
し
て
い
ま
す



　
　
目
　
　
　
次
　
　

─
─
─
─
─
─
─

未
来
を
掴
ん
で
…
…
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未
来
を
掴
ん
で
…
…

　　
Ｉ
Ｓ
学
園
、
そ
こ
は
未
来
の
Ｉ
Ｓ
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
育
成
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
教
育
機
関
。

　
そ
れ
故
、
常
に
悪
意
あ
る
第
三
者
の
介
入
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。

　
い
つ
も
な
ら
、
学
園
戦
力
の
み
で
対
応
で
き
た
。

　
し
か
し
、
今
回
は
違
っ
た
…
…

　
世
界
初
の
男
性
Ｉ
Ｓ
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
登
場
。

　
そ
れ
は
、
数
多
の
組
織
（
合
法
非
合
法
問
わ
ず
）
に
と
っ
て
あ
ま
り
に
も
魅
力
的
で
、
危
険
な
存
在

だ
っ
た
。

　
結
果
、
件
の
男
性
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
確
保
、
も
し
く
は
殺
害
を
試
み
る
組
織
が
襲
い
か
か
る
の
だ
っ
た

…
…

　　
唐
突
に
襲
撃
を
仕
掛
け
て
き
た
未
確
認
Ｉ
Ｓ
部
隊
。

　
圧
倒
的
な
数
の
暴
力
。

　
そ
れ
は
ど
ん
ど
ん
学
園
戦
力
を
削
っ
て
い
き
、
残
さ
れ
た
の
は
、
一
年
生
の
代
表
候
補
生
達
と
現
ロ

シ
ア
代
表
の
生
徒
会
長
。
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そ
し
て
、
件
の
男
性
Ｉ
Ｓ
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
み
。

「
ち
ょ
っ
と
こ
れ
は
不
味
い
か
も
ね
…
…
」

　
生
徒
会
長
『
更
識
楯
無
』
が
呟
き
な
が
ら
一
機
の
Ｉ
Ｓ
を
機
能
停
止
に
追
い
込
む
。

　
が
、
多
勢
に
無
勢
。

　
一
瞬
の
隙
を
突
か
れ
、
襲
撃
者
で
あ
る
、
か
つ
て
学
園
を
襲
撃
し
た
無
人
Ｉ
Ｓ
の
強
化
・
発
展
型

『
ゴ
ー
レ
ム
Ｉ
Ｉ
Ｉ
』
６
機
が
彼
女
達
を
包
囲
し
よ
う
と
し
た
、
そ
の
時
!

「
ふ
ん
っ
!
」

「
せ
い
っ
!
」

　
彼
女
達
か
ら
見
て
敵
軍
の
右
側
か
ら
突
っ
込
む
白
い
Ｉ
Ｓ
『
ト
ー
デ
ス
リ
ッ
タ
ー
』
と
グ
レ
ー
の
機

兵
『
漸
雷
重
装
強
襲
型
』、
オ
リ
ー
ブ
ド
ラ
ブ
の
機
兵
『
ジ
ム
・
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
』。

　
左
側
か
ら
突
っ
込
む
大
和
撫
子
を
体
現
し
た
女
性
『
大
和
』
と
グ
レ
ー
の
Ｉ
Ｓ
『
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ
ー
』、

白
と
ブ
ル
ー
の
ツ
ー
ト
ン
カ
ラ
ー
の
機
兵
『
ジ
ム
・
ス
ナ
イ
パ
ー
Ｉ
Ｉ
』。

　
ト
ー
デ
ス
リ
ッ
タ
ー
が
持
っ
て
い
た
銃
と
剣
が
一
体
と
な
っ
た
大
型
兵
器
『
エ
グ
ゼ
ク
タ
ー
』
と
漸

雷
重
装
強
襲
型
が
持
っ
て
い
た
大
型
の
両
刃
剣
『
ユ
ナ
イ
ト
ソ
ー
ド
・
デ
ュ
ア
ル
』、
ジ
ム
・
ス
ト
ラ
イ

カ
ー
が
持
っ
て
い
た
薙
刀
『
ツ
イ
ン
ビ
ー
ム
ス
ピ
ア
』
が
ゴ
ー
レ
ム
Ｉ
Ｉ
Ｉ
を
切
り
裂
き
、
大
和
と
ペ

イ
ル
ラ
イ
ダ
ー
と
ジ
ム
・
ス
ナ
イ
パ
ー
Ｉ
Ｉ
の
蹴
り
が
ゴ
ー
レ
ム
Ｉ
Ｉ
Ｉ
を
ぶ
っ
飛
ば
す
。

「
俺
達
が
前
線
を
引
き
継
ぐ
。
お
前
達
は
今
の
内
に
修
復
と
補
給
を
済
ま
せ
ろ
」
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ト
ー
デ
ス
リ
ッ
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
『
一
夏
・
ア
ー
ク
バ
ー
ド
』
は
そ
う
告
げ
る
と
彼
ら
の
返
答
を

聞
く
ま
で
も
な
く
、
仲
間
と
共
に
戦
場
へ
と
突
っ
込
ん
で
行
く
。

「
ち
ょ
っ
、
待
っ
…
…
!?
」

「
今
の
貴
方
達
は
足
手
纏
い
、
下
が
っ
て
て
」

　
尚
も
言
い
寄
ろ
う
と
す
る
彼
等
を
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
『
簪
・
Ｓ
・
ア
ー
ク
バ
ー
ド
』
は

言
葉
を
以
て
押
さ
え
つ
け
る
と
ト
ー
デ
ス
リ
ッ
タ
ー
達
を
追
っ
て
戦
場
へ
と
突
っ
込
ん
で
い
っ
た

…
…
。

　Ｃ
ａ
ｔ
ｃ
ｈ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｆ
ｕ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ

未

来

を

掴

ん

で

　「
敵
に
全
弾
叩
き
込
め
!
一
体
も
逃
す
な
!!
」

「「
言
わ
れ
な
く
て
も
!!
」」

「
本
当
の
戦
争
っ
て
奴
を
教
え
て
や
る
ぜ
!!
」

　
ヒ
ロ
イ
ッ
ク
な
紫
色
の
機
兵
『
ゼ
ル
フ
ィ
カ
ー
ル
／
Ｎ
Ｅ
』、
緑
色
の
髪
を
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
に
し
た
重

装
備
の
少
女
『
夕
張
』、
マ
ン
ト
を
羽
織
っ
た
右
目
が
眼
帯
の
少
女
『
木
曾
改
二
』、
全
身
に
大
量
の
武

器
を
装
備
し
た
蒼
い
機
兵
『
ケ
ン
プ
フ
ァ
ー
』、
左
右
非
対
称
の
黒
い
騎
兵
『
ウ
ェ
ア
ウ
ル
フ
・
ス
ペ
ク

タ
ー
』、
黒
の
ツ
イ
ン
テ
ー
ル
の
少
女
『
五
十
鈴
改
二
』
の
三
機
と
三
人
は
円
陣
を
組
ん
で
敵
陣
の
ど
真

3



ん
中
で
全
方
位
に
装
備
さ
れ
た
重
火
器
を
撃
ち
ま
く
る
。

　
三
機
と
三
人
の
砲
火
に
よ
っ
て
ゴ
ー
レ
ム
Ｉ
Ｉ
Ｉ
が
次
々
と
鉄
く
ず
と
汚
い
花
火
に
変
貌
し
て
い

く
。

「
こ
こ
は
掃
討
し
た
、
次
の
ポ
イ
ン
ト
に
移
動
す
る
!
」

「
ラ
ジ
ャ
ー
!
」

　
あ
ら
か
た
ゴ
ー
レ
ム
Ｉ
Ｉ
Ｉ
を
駆
逐
し
た
三
機
と
三
人
は
ゼ
ル
フ
ィ
カ
ー
ル
／
Ｎ
Ｅ
と
木
曾
改
二

と
ウ
ェ
ア
ウ
ル
フ
・
ス
ペ
ク
タ
ー
、
夕
張
と
ケ
ン
プ
フ
ァ
ー
と
五
十
鈴
改
二
の
２
チ
ー
ム
に
別
れ
行
動

開
始
。

　
そ
し
て
。
ゼ
ル
フ
ィ
カ
ー
ル
／
Ｎ
Ｅ
の
チ
ー
ム
が
孤
立
す
る
ゴ
ー
レ
ム
Ｉ
Ｉ
Ｉ
の
一
群
を
発
見
。

　
ゴ
ー
レ
ム
Ｉ
Ｉ
Ｉ
の
レ
ー
ザ
ー
が
撃
ち
込
ま
れ
る
も
彼
等
に
は
当
た
ら
ず
、
そ
し
て
…
…

「
落
ち
ろ
!!
」

　
ゼ
ル
フ
ィ
カ
ー
ル
／
Ｎ
Ｅ
の
遠
近
両
用
兵
器
『
試
作
型
光
波
射
出
器
・
近
接
モ
ー
ド
』、
木
曾
改
二
の

軍
刀
型
ヒ
ー
ト
サ
ー
ベ
ル
、
ウ
ェ
ア
ウ
ル
フ
・
ス
ペ
ク
タ
ー
が
右
腕
に
装
備
し
た
射
突
型
ブ
レ
ー
ド
『
イ

ン
パ
ク
ト
エ
ッ
ジ
』
が
ゴ
ー
レ
ム
Ｉ
Ｉ
Ｉ
を
粗
大
ゴ
ミ
に
変
え
て
い
っ
た
…
…
。

　　
一
方
ト
ー
デ
ス
リ
ッ
タ
ー
達
の
方
は
と
い
う
と
…
…

「
俺
達
が
壁
に
な
る
、
簪
と
大
和
は
敵
に
砲
弾
の
雨
を
降
ら
せ
、
ジ
ム
・
ス
ナ
イ
パ
ー
Ｉ
Ｉ
は
狙
い
撃
て
」
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「「「
了
解
」」」

　
三
機
が
同
時
に
返
答
。

　
ト
ー
デ
ス
リ
ッ
タ
ー
、
漸
雷
重
装
強
襲
型
、
ジ
ム
・
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
の
一
人
と
二
機
が
ペ
イ
ル
ラ
イ

ダ
ー
と
大
和
と
ジ
ム
・
ス
ナ
イ
パ
ー
Ｉ
Ｉ
の
壁
に
な
る
様
に
展
開
し
、
重
火
器
を
を
前
面
に
一
斉
射
撃
。

　
後
方
で
は
大
和
が
４
６
ｃ
ｍ
三
連
装
砲
２
基
、
１
５
．
５
ｃ
ｍ
三
連
装
砲
２
基
に
よ
る
弾
着
観
測
射

撃
を
行
い
、
ジ
ム
・
ス
ナ
イ
パ
ー
Ｉ
Ｉ
が
バ
イ
ザ
ー
を
下
ろ
し
て
狙
撃
を
行
い
、
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ
ー
が

Ｖ
Ｌ
Ｓ
に
よ
る
援
護
射
撃
を
行
う
。

　
刹
那
、
背
後
か
ら
彼
等
を
狙
い
撃
つ
攻
撃
。

　
そ
れ
を
紙
一
重
で
躱
す
ト
ー
デ
ス
リ
ッ
タ
ー
達
。

　
現
れ
た
の
は
、
黒
い
Ｉ
Ｓ
…
…
『
黒
騎
士
』
と
呼
称
さ
れ
る
『
亡
国
機
業
』
所
属
の
Ｉ
Ｓ
だ
っ
た
。

「
今
日
こ
そ
始
末
し
て
く
れ
る
、
織
斑
一
夏
ぁ
!!
」

「
俺
は
織
斑
じ
ゃ
ね
ぇ
!!
」

　
互
い
に
叫
ぶ
両
者
。

「
や
ら
せ
ま
せ
ん
よ
!!
」

「
一
夏
は
…
…
殺
ら
せ
な
い
!!
」

「
狙
い
撃
つ
!!
」

　
黒
騎
士
へ
攻
撃
を
開
始
す
る
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ
ー
、
大
和
、
ジ
ム
・
ス
ナ
イ
パ
ー
Ｉ
Ｉ
。
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一
方
ト
ー
デ
ス
リ
ッ
タ
ー
、
漸
雷
重
装
強
襲
型
、
ジ
ム
・
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
は
増
援
と
し
て
現
れ
た
ゴ
ー

レ
ム
Ｉ
Ｉ
Ｉ
の
相
手
を
強
い
ら
れ
た
。

「
チ
ッ
、
邪
魔
だ
ぁ
!!
」

　
エ
グ
ゼ
ク
タ
ー
で
ゴ
ー
レ
ム
Ｉ
Ｉ
Ｉ
を
ぶ
っ
た
斬
る
ト
ー
デ
ス
リ
ッ
タ
ー
。

　
支
援
し
よ
う
に
も
ゴ
ー
レ
ム
Ｉ
Ｉ
Ｉ
が
ワ
ラ
ワ
ラ
と
現
れ
、
中
々
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ
ー
達
に
近
づ
け
な

い
。

　
そ
の
間
に
も
黒
騎
士
は
彼
女
達
に
猛
攻
を
仕
掛
け
よ
う
と
し
て
…
…

「
こ
こ
は
任
せ
ろ
!!
」

　
ま
と
わ
り
つ
く
ゴ
ー
レ
ム
Ｉ
Ｉ
Ｉ
を
薙
ぎ
払
っ
た
ゼ
ル
フ
ィ
カ
ー
ル
／
Ｎ
Ｅ
、
ウ
ェ
ア
ウ
ル
フ
・
ス

ペ
ク
タ
ー
、
木
曾
改
二
の
チ
ー
ム
が
自
ら
の
火
器
を
撃
ち
ま
く
り
な
が
ら
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ
ー
達
と
黒
騎

士
の
間
に
割
り
込
む
。

　
狩
り
を
邪
魔
さ
れ
た
事
に
キ
レ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
新
た
な
敵
に
イ
ラ
つ
い
た
の
か
…
…

「
邪
魔
す
る
な
ぁ
!!
」

「
下
が
れ
!!
」

　
激
昂
と
共
に
黒
騎
士
が
強
烈
な
体
当
た
り
を
木
曾
改
二
に
か
ま
そ
う
と
す
る
も
、
咄
嗟
に
ゼ
ル
フ
ィ

カ
ー
ル
／
Ｎ
Ｅ
と
ウ
ェ
ア
ウ
ル
フ
・
ス
ペ
ク
タ
ー
が
木
曾
改
二
を
突
き
飛
ば
し
、
そ
の
ま
ま
体
当
た
り

を
受
け
止
め
る
。
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「
ぬ
ぅ
…
…
」

「
グ
ッ
!?
」

　
ゼ
ル
フ
ィ
カ
ー
ル
／
Ｎ
Ｅ
の
左
腕
に
装
備
さ
れ
た
ア
ン
カ
ー
シ
ー
ル
ド
と
ウ
ェ
ア
ウ
ル
フ
・
ス
ペ
ク

タ
ー
の
右
肩
に
装
備
さ
れ
た
シ
ー
ル
ド
が
僅
か
に
軋
み
声
を
上
げ
る
。

「
こ
の
パ
ワ
ー
、
ど
う
や
ら
唯
の
Ｉ
Ｓ
じ
ゃ
な
い
よ
う
だ
な
…
…
」

「
木
曾
、
魚
雷
発
射
用
意
し
と
け
!!
」

「
こ
の
ま
ま
押
し
つ
ぶ
し
て
や
る
!!
」

　
黒
騎
士
が
ス
ラ
ス
タ
ー
の
出
力
を
上
げ
よ
う
と
し
た
、
そ
の
時
…
…

「
戦
場
で
動
き
を
止
め
た
の
が
命
取
り
だ
!!
」

　
漸
雷
重
装
強
襲
型
、
ジ
ム
・
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
の
二
機
が
自
ら
の
得
物
を
構
え
て
押
し
合
い
中
の
黒
騎

士
に
突
撃
。

　
こ
の
突
撃
を
黒
騎
士
は
急
上
昇
し
て
回
避
す
る
が
…
…

「
読
み
通
り
の
位
置
に
来
た
な
」

　
ト
ー
デ
ス
リ
ッ
タ
ー
が
袈
裟
斬
り
の
要
領
で
エ
グ
ゼ
ク
タ
ー
を
黒
騎
士
目
掛
け
振
り
下
ろ
す
。

「
チ
ッ
!?
」

「
踏
み
込
み
が
足
り
な
か
っ
た
か
…
…
」

瞬

間

加

速

イ
グ
ニ
ッ
シ
ョ
ン
・
ブ
ー
ス
ト

　
咄
嗟
に

で
回
避
す
る
黒
騎
士
。
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と
、
そ
こ
へ
…
…

「
ぐ
ぁ
っ
!?
」

　
ケ
ン
プ
フ
ァ
ー
、
夕
張
、
五
十
鈴
改
二
の
二
人
と
一
機
が
回
避
行
動
中
の
黒
騎
士
を
強
襲
。

　
ケ
ン
プ
フ
ァ
ー
が
持
つ
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
が
、
夕
張
の
１
５
．
５
ｃ
ｍ
三
連
装
砲
が
、
五
十
鈴
改
二
の

三
式
爆
雷
が
次
々
と
黒
騎
士
に
叩
き
込
ま
れ
て
い
く
。

　
あ
ま
り
の
ダ
メ
ー
ジ
に
動
き
が
止
ま
る
黒
騎
士
。

　
そ
し
て
、
そ
の
隙
を
逃
す
と
い
う
愚
行
を
、
彼
女
達
は
し
な
か
っ
た
。

「
敵
機
捕
捉
、
全
主
砲
薙
ぎ
払
え
!
」

「
そ
こ
っ
…
…
!
」

「
…
…
…
…
」

　
大
和
の
主
砲
た
る
４
６
ｃ
ｍ
三
連
装
砲
が
、
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ
ー
の
肩
部
リ
ニ
ア
キ
ャ
ノ
ン
が
、
ジ
ム
・

ス
ナ
イ
パ
ー
Ｉ
Ｉ
の
ロ
ン
グ
レ
ン
ジ
・
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
が
火
を
噴
き
、
黒
騎
士
の
ア
ン
ロ
ッ
ク
ユ

ニ
ッ
ト
を
、
腕
部
装
甲
を
次
々
と
破
壊
し
て
い
く
。

「
こ
の
…
…
っ
、
雑
魚
共
が
ぁ
!!
」

　
怒
り
と
共
に
急
上
昇
、
そ
し
て
ビ
ッ
ト
を
展
開
し
、
逆
襲
し
よ
う
と
大
和
達
を
見
つ
め
る
黒
騎
士
。

　
だ
が
…
…

「
我
々
の
存
在
を
忘
れ
て
る
な
、
貴
様
」
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「
本
当
の
火
力
っ
て
ヤ
ツ
を
、
教
え
て
や
る
よ
」

幽
霊

ス
ペ
ク
タ
ー

「

か
ら
は
、
逃
げ
ら
れ
ん
よ
」

　
頭
に
血
が
上
っ
て
気
付
か
な
か
っ
た
の
か
、
全
て
の
兵
装
を
文
字
通
り
展
開
し
た
ゼ
ル
フ
ィ
カ
ー
ル

／
Ｎ
Ｅ
と
木
曾
改
二
、
ウ
ェ
ア
ウ
ル
フ
・
ス
ペ
ク
タ
ー
が
黒
騎
士
の
背
後
を
取
っ
て
い
た
。

　
そ
し
て
…
…

「
ぶ
ち
か
ま
せ
!!
」

　
次
々
と
撃
ち
込
ま
れ
る
銃
弾
や
魚
雷
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
弾
。

　
そ
の
苛
烈
な
攻
撃
を
受
け
た
黒
騎
士
は
…
…

「
馬
鹿
な
…
…
こ
ん
な
所
で
…
…
」

　
あ
っ
さ
り
と
爆
散
四
散
す
る
の
だ
っ
た
…
…

「
こ
れ
で
、
チ
ェ
ッ
ク
メ
イ
ト
…
…
ム
ッ
!?
」

　
地
響
き
。

　
大
地
が
揺
れ
、
轟
音
と
共
に
Ｉ
Ｓ
学
園
の
沖
合
か
ら
ナ
ニ
カ
が
浮
上
す
る
。

「
あ
れ
は
…
…
」

「
デ
ビ
ル
ガ
ン
ダ
ム
…
…
だ
と
」

「
戦
艦
レ
級
の
エ
リ
ー
ト
に
空
母
ヲ
級
の
フ
ラ
グ
シ
ッ
プ
も
…
…
」

　
異
形
の
化
物
、
そ
の
頭
部
に
は
ウ
サ
耳
を
着
け
た
女
性
が
立
っ
て
い
た
。
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そ
し
て
…
…

「
復
活
し
た
と
言
う
の
か
…
…
一
体
ど
う
や
っ
て
?
」

　
先
程
爆
散
四
散
し
た
は
ず
の
黒
騎
士
が
デ
ビ
ル
ガ
ン
ダ
ム
の
傍
に
悠
々
と
浮
い
て
い
た
。

Ｕ
Ｎ
Ｋ
Ｎ
Ｏ
Ｗ
Ｎ

ゴ
ー

ル

デ

ン
・

ド
ー

ン

　
他
に
も
学
園
祭
を
襲
撃
し
た
Ｉ
Ｓ
『
ア
ラ
ク
ネ
』
に

も
デ
ビ
ル
ガ
ン
ダ
ム
の
傍
に

い
た
。

「
上
等
だ
…
…
第
二
ラ
ウ
ン
ド
の
開
始
だ
!
」

　
そ
の
言
葉
と
共
に
ト
ー
デ
ス
リ
ッ
タ
ー
達
が
、
補
給
と
修
復
を
終
わ
ら
せ
た
学
園
勢
力
が
突
撃
す
る

の
だ
っ
た
。

10  未来を掴んで……
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